
第
１
６
回
ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
が
１
２
月
６
日
～
１
２

日
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

半
０
ー
１
２
と
リ
ー
ド
さ
れ

高
教
組
に
集
ま
る
一
人
ひ

０
人
対
話
」
の
と
り
く
み

る
も
後
半
に
こ
れ
を
逆
転
。

と
り
も
、
実
に
多
彩
で
人
の

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

し
か
し
終
了
時
間
ぎ
り
ぎ
り

つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る
一

あ
る
。
教
職
員
は
、「
つ
な

に
モ
ー
ル
で
ト
ラ
イ
を
許

人
ひ
と
り
で
あ
る
。

が
り
」
を
求
め
る
こ
と
が

し
、そ
の
ま
ま
ノ
ー
サ
イ
ド
。

○

多
い
。
ク
ラ
ス
や
部
活
を

そ
れ
ぞ
れ
１
６
秒
０
１
の
大

劇
的
な
、
非
情
な
幕
切
れ
と

い
ま
寺
田
教
育
長
自
身
も

持
つ
と
「
協
調
」
を
説
き
、

会
新
記
録
、
走
り
幅
跳
び
６

出
場
で
２
種
目
を
制
覇
し
た

な
っ
た
。
一
瞬
凍
り
つ
く
体

私
た
ち
に
「
人
間
的
つ
な
が

「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め

ｍ
２
３
で
、
２
種
目
を
み
ご

こ
と
に
な
り
ま
す
。

育
館
内
の
生
徒
や
教
職
員
、

り
」
を
求
め
る
ま
で
に
な
っ

に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た

と
金
メ
ダ
ル
で
飾
り
ま
し
た
。

保
護
者
、
地
域
の
人
々
な
ど

て
い
る
。
教
育
行
政
の
結
果

め
に
」
を
求
め
る
。
こ
こ

前
田
さ
ん
は
、
９
月
に
東

４
０
０
人
。

が
、
職
場
に
お
け
る
人
間
関

に
依
拠
し
成
功
さ
せ
た
い

京
で
行
わ
れ
た
全
日
本
マ
ス

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

係
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し
て
き

対
話
で
あ
る
。

タ
ー
ズ
選
手
権
の
１
１
０
ｍ

れ
る
選
手
の
プ
レ
ー
や
表
情

た
。
こ
う
し
た
反
省
が
行
政

私
た
ち
は
、
一
人
の
悩

Ｈ
で
は
、
１
５
秒
６
６
の
日

長
崎
高
教
組
執
行
委
員
長

に
届
く
こ
と
の
な
い
声
援
を

側
に
微
塵
も
な
い
ど
こ
ろ

み
や
願
い
を
み
ん
な
の
も

男
子
４
５
～
４
９
歳
１
１

本
新
を
、
続
く
ア
ジ
ア
大
会

平
井
秀
治

送
り
続
け
た
。
優
勝
候
補
一

か
、
主
幹
教
諭
や
指
導
教
諭

の
に
し
て
、
そ
の
実
現
に

０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
と
走
り
幅
跳

で
は
記
録
は
納
得
い
か
な
い

年
末
３
０
日
、
長
崎
北
陽

角
の
相
手
校
を
苦
し
め
た
善

を
強
行
導
入
に
踏
み
切
り
、

向
け
て
歩
み
続
け
て
い
く
。

び
に
、
長
崎
工
業
定
時
制
の

と
し
な
が
ら
も
、
２
回
目
の

教
職
員
の
不
祥
事
根
絶
に

台
高
の
ラ
グ
ビ
ー

戦
な
の
だ
が
、
気
の
良
い
本

職
場
の
階
層
性
を
一
層
強
め

ラ
グ
ビ
ー
の
よ
う
に
ボ
ー

前
田
祥
紀
さ
ん
が
出
場
し
、

向
け
て
県
教
委
は
「
教
職
員

は
、
神
奈
川
の
慶

校
ラ
ガ
ー
マ
ン
た
ち
だ
け
に

よ
う
と
し
て
い
る
。

ル
を
パ
ス
し
な
が
ら
前
に
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
本

応
高
と
対
戦
。
前

勝
た
せ
か
っ
た
。

各
支
部
・
分
会
は
「
３
３

前
に
す
す
む
の
で
あ
る
。

部
」
を
１
２
月
末
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
対
策
委
員
の

一
人
と
し
て
平
井
委
員
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
末
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ

５
人
学
級
も
値
切
ら
れ
て
い

る
父
母･

国
民
の
要
求
と
運

１
回
目
の
会
議
（
１
２
／

て
、
来
年
度
予
算
に
小
学
校

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の

動
が
強
烈
な
力
と
な
っ
て
働

２
２
）
で
平
井
委
員
長
は
、

１
年
生
の
３
５
人
学
級
実
施

強
い
願
い
で
あ
る
国
の
責
任

い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

高
校
校
長
会
が
「
不
祥
事
根

の
た
め
の
予
算
が
盛
り
込
ま

で
の
３
０
人
学
級
実
現
へ
向

す
。

絶
の
決
意
を
生
徒
の
前
で
誓

全
教
中
央
執
行
委
員
長

れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛

け
、
重
要
な
足
が
か
り
を
築

新
し
い
年
は
、
父
母･

国

っ
た
」
と
評
価
し
た
こ
と
に

山
口
隆

び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
学
級

く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
間

民
、
教
職
員
の
共
同
に
よ
っ

対
し
、
「
教
職
員
、
大
人
の

編
成
の
標
準
が
引
き
下
げ
ら

違
い
の
な
い
事
実
で
す
。

て
打
ち
立
て
た
こ
の
新
た
な

問
題
に
生
徒
を
巻
き
込
ん
で

れ
る
の
は
、
実
に
３
０
年
ぶ

昨
年
は
、
世
論
と
運
動
が

地
平
に
立
っ
て
、
運
動
を
さ

い
い
の
か
」と
問
題
提
起
し
、

り
の
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん

政
治
を
動
か
す
こ
と
を
実
感

ら
に
力
強
く
前
進
さ
せ
る
年

ま
た
、
県
教
委
が
目
標
管
理

私
た
ち
の
要
求
か
ら
す
れ
ば

し
た
１
年
だ
っ
た
と
い
え
ま

で
す
。

シ
ー
ト
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
い
う

す
。
こ
う
し
た
前
進
の
背
景

教
育
の
前
進
と
地
方
か
ら

ス
項
目
を
新
設
す
る
と
し
た

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

に
、
教
育
全
国
署
名
の
２
１

の
政
治
変
革
を
め
ざ
し
、
大

こ
と
に
対
し
、
前
向
き
で
な

当
初
文
科
省
が
要
求
し
て
い

年
間
で
３
億
９
千
万
筆
と
い

い
に
力
を
つ
く
し
ま
し
ょ

い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

た
小
学
校
１
・
２
年
生
の
３

う
巨
大
な
到
達
点
に
示
さ
れ

う
。

YOUKOSO KYOUKOSO KOUKYOUSO YOUKOSO KYOUKOSO KOUKYOUSO

１
１
０
ｍ
Ｈ
と

走
り
幅
跳
び

こちら書記局こちら書記局
■書記局への年賀状

全教の各組織や民主団体、県教

委、元委員長などから連帯と激励の

年賀状が数多く書記局に寄せられま

した。３つ紹介（部分）します。

○「現職・退職者が一体となり、教

育界から元気を回復しましょう。共

に組織拡大です。」（伊東高退教会長）

○「３／１１～１３ 『貧困・格差

に抗してすべての子ども・若者に学

ぶ喜び生きる希望を－自然・地域の

再生と教育の探求－の民研の全国教

育研究交流集会を、群馬の地で開催

します。」（民主教育研究所代表運営

委員 茂木俊彦）

○「闘う労働組合の旗がある限り

職場の人たちの信頼に応えるべく

運動を進める覚悟ですので ひきつ

づきご支援をよろしくお願いしま

す。」（全造船機械三菱重工支部 長

崎造船分会）

■212回定期中央委員会は
１月２９日（土）

時間：１０時半～４時半
場所：諫早市高城会館

（諫早高校隣り）
６月の大会までのとりくみや会

計などを討議、決定します。各自に

議案書を分会を通じて送付していま

すので、分会の中央委員の方に意見

など伝えてください。

出席の配慮もお願いします。

金
メ
ダ
ル
！
前
田
祥
紀
さ
ん
（
長
工
定
分
会
）

ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

年頭の挨拶

世
論
と
運
動

が
社
会
を
動

か
す

長
崎
高
教
組
に

結
集
し
て
前
へ
前
へ

▲表彰台に立つ前田さん（左から２人目）

教
職
員
の
問
題
を
生
徒
に

投
げ
掛
け
て
よ
い
の
か
？

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

本
部
対
策
で
問
題
提
起

前田祥紀さんの話

「タイムは納得していないが、目標にしてきた大会

で結果を残せてよかった。１１０ｍ障害の日本記録

をもっと縮めてようにいけるように頑張っていく。」

(昭和38年8月12日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号
長崎高教組会館 長崎県高等学校教職員組合
5 (095)-827-5882
F A X (095)-826-2976
編集責任者 平 井 秀 治

一 部 １ ０ 円

高教組メールアドレス

nagaｰkks@fs
inet.or.jp

(１) 第１４８６号 ２０１１年 １月 １日（土）



務
的
交
渉
事
項
が
規
定
さ
れ

き
下
げ
に
つ
な
が
る
と
い
う

教
職
員
に
は
、
長
時
間
過
密

結
権
を
認
め
る
か
ど
う
か
は

と
分
会
と
の
団
体
交
渉
に

て
い
な
い
の
で
、
当
局(

県

の
は
国
際
的
な
常
識
に
反
す

労
働
の
是
正
と
い
う
中
心
的

不
明
確
。
争
議
権
に
つ
い
て

よ
る
協
約
締
結
は
、
重
要

教
委)

は
交
渉
に
対
応
す
る

る
珍
現
象
。
与
え
ら
れ
る
権

な
課
題
の
た
め
に
、
勤
務
時

は
、
蓮
舫
大
臣
の
私
的
懇
談

な
意
味
を
持
つ
。
要
求
の

だ
け
で
よ
い
。
ど
の
よ
う
に

利
で
は
、
政
府
側
の
ね
ら
い

間
を
労
働
協
約
の
対
象
事
項

会｢

国
家
公
務
員
の
労
働
基

集
約
、
要
求
書
の
提
出
、

対
応
す
る
か
は
当
局
の｢

誠

ど
お
り
の
賃
下
げ
の
道
具
に

と
し
て
明
確
に
す
る
こ
と
が

本
権
に
関
す
る
懇
談
会｣

が

校
長
交
渉
の
実
施
な
ど
の

実
さ｣

に
よ
る
。
協
約
締
結

な
る
。

必
要
。

議
論
し
て
い
る
が
、
付
与
し

原
則
的
な
組
合
活
動
の
推

国
家
公
務
員
制
度
改
革
基

公
務
員
労
働
者
の
悲
願
で

権
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の

○
私
た
ち
が
求
め
る

○
政
府
の
検
討
状
況

て
も
行
使
し
に
く
い
よ
う
に

進
が
軸
に
な
る
。

本
法(

２
０
０
８
年
成
立)

が

あ
る
労
働
基
本
権
回
復
問
題

で
、｢

確
認
書｣

な
ど
を
当
局

労
働
基
本
権

昨
年
１
２
月
に
国
家
公
務

様
々
な
制
限
を
つ
け
る
内
容

交
渉
に
よ
っ
て
要
求
を

｢

自
律
的
労
使
関
係
制
度｣

に

が
６
２
年
ぶ
り
に
動
く
と
い

が
一
方
的
に
破
棄
す
る
こ
と

憲
法
と
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ
ネ
ス

員
制
度
改
革
推
進
本
部
事
務

に
な
っ
て
い
る
。
最
終
的
に

前
進
さ
せ
る
た
め
の
協
約

つ
い
て
の
法
律
化
の
期
限
と

う
情
勢
の
中
で
、
全
教
主
催

が
可
能
。

コ
に
よ
る｢

教
員
の
地
位
に

局
が
明
ら
か
に
し
た｢

改
革

は
政
治
判
断
に
な
る

を
締
結
し
て
い
く
た
め
の

し
た
２
０
１
１
年
６
月
が
間

の｢

労
働
基
本
権
の
確
立
と
職

○
政
府
等
の
思
惑

関
す
る
勧
告｣

に
則
っ
た
労

素
案｣

が
、
今
後
の
法
案
化

○
こ
れ
か
ら
の
と
り
く
み

力
の
基
本
は
、
組
織
の
大

近
に
迫
り
、
公
務
員
の
労
働

場
活
動
に
つ
い
て
の
九
州
ブ

国
会
の
論
戦
で
は
、
政
府

働
基
本
権
を
求
め
る
。当
然
、
の
素
案
に
な
る
。
そ
こ
で
、

協
約
締
結
権
が
回
復
さ
れ

き
さ
。
全
大
教(

国
公
立
大

基
本
権
回
復
問
題
が
具
体
的

ロ
ッ
ク
学
習
会｣

が
、
１
２
月

・
民
主
党
と
自
民
党
・
み
ん

争
議
権
も
含
め
た
労
働
基
本

組
織
率
が
５
０
％
未
満
の
組

れ
ば
、
職
場
・
県
段
階
・
中

学
の
教
組)

は
労
働
基
本
権

課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き

２
５
日
、
嬉
野
温
泉
の
神
泉

な
の
党
に
よ
る｢

労
働
基
本

権
の
完
全
回
復
、
教
育
政
策

合
に
は
協
約
締
結
権
を
認
め

央
で
の
協
約
締
結
が
そ
れ
ぞ

回
復
か
ら
５
年
で
組
織
率

て
い
ま
す
。

閣
で
開
催
さ
れ
、
長
崎
・
佐

権
の
付
与
で
公
務
員
賃
金
の

に
つ
い
て
の｢

意
見
表
明｣

な
い｢

排
他
的
交
渉
代
表
制｣

れ
必
要
に
な
る
。
勤
務
時
間

を
Ｖ
字
回
復
さ
せ
、
要
求

賀
の
両
高
教
組
か
ら
５
４
人

引
き
下
げ
実
現｣

が
競
い
合

と
、
当
局
と
の｢

協
議｣

と｢

交

が
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ

の
割
り
振
り
や
安
全
衛
生
面

も
前
進
さ
せ
て
い
る
。
労

(

長
崎
か
ら
１
９
人)

が
参
加

わ
れ
て
い
る
。
労
働
者
の
権

渉｣

の
場
が
位
置
づ
け
ら
れ

と
は
前
進
。

な
ど
、
学
校
管
理
に
か
か
わ

働
基
本
権
回
復
は
組
織
拡

し
ま
し
た
。

利
の
拡
大
が
労
働
条
件
の
引

る
こ
と
が
重
要
。

し
か
し
、
教
員
に
協
約
締

る
多
く
の
権
限
を
持
つ
校
長

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

学
習
会
で
は
、
全
教
の
生

活
権
利
・
法
制
局
長
の
蟹
沢

考
え
て
い
る
。

の
要
請
が
あ
る
。
本
来
の

執
行
委
員
が
報
告
を
行
い
、

こ
れ
を
基
に
し
て
、
少
な

業
務
以
外
は
要
請
す
る
こ

質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し

く
と
も
（
現
状
よ
り
）
悪
く

と
の
な
い
よ
う
高
体
連
を

た
。
以
下
は
蟹
沢
執
行
委
員

な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

指
導
せ
よ
。

の
報
告
の
要
点
で
す
。（
報
告

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る

県
教
委

高
体
連
の
ほ
う

内
容
は
次
回
以
降
も
掲
載
）

養
護
教
諭
専
門
委
員
会
は

い
ま
し
た
。
交
渉
に
は
松
下

が
、
全
体
の
数
で
調
整
し
な

に
は
、（
要
求
の
趣
旨
に
）

○
労
働
基
本
権
制
約
の
現
状

１
２
月
２
７
日
、
「
学
校
保

専
門
委
員
長(

猶
興
館)

、
黒

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
校
長
と

対
応
し
て
も
ら
い
た
と
い

団
体
交
渉
権
は
あ
る
が
、

健
及
び
養
護
教
諭
の
労
働
条

川
副
委
員
長(

西
彼
杵)

、
森

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
学

う
こ
と
は
言
う
が
、
生
徒

規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
誠
実

件
に
関
す
る
要
求
書
」
に
も

園(

鳴
滝
昼)

、藤
原(

佐
工)

、

校
の
状
況
も
考
え
た
上
で
す

が
け
が
を
し
た
場
合
に
は

に
対
応
す
る
義
務
だ
け
。
義

と
づ
き
、
県
教
委
交
渉
を
行

森(

野
母
崎)

の
各
氏
と
本
部

す
め
て
い
き
た
い
。

誰
か
が
対
応
し
な
け
れ
ば

役
員
２
人
が
参
加
。
県
教

高
教
組

今
年
度
末
で
閉
校

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の

◆

合
員
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

し
、
要
求
し
て
、
さ
ら
に
拡

委
は
教
職
員
課
課
長
、
人
事

と
な
る
３
校
の
養
護
教
諭
枠

で
協
力
し
て
ほ
し
い
。

教
育
は
、
も
の
ご
と
を
考

い
ま
す
。（
佐
世
保
支
部
支
部

大
を
め
ざ
し
た
い
。
（
北
松

管
理
監
を
含
め
８
人
が
対
応

を
複
数
未
配
置
校
に
回
せ
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

え
て
生
徒
を
育
て
る
こ
と
。

長

井
手
隆
晴
）

支
部
書
記
長

加
藤
俊
幸
）

し
ま
し
た
。

県
教
委

そ
れ
が
一
番
分
か

ー
制
度
に
つ
い
て

教
師
は
生
徒
が
成
長
す
る
こ

◆

◇

交
渉
の
主
な
内
容
は
次
の

り
や
す
い
話
だ
が
、
う
ま
く

高
教
組

ス
ク
ー
ル
カ
ウ

と
に
喜
び
を
感
じ
る
。

原
点
に
帰
っ
て
職
場
集
会

し

心
配
す
る
よ
り

と
お
り
で
す
。

い
く
か
ど
う
か
。

ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を
拡
大

諫
早
で
も
多
く
の
教
職
員

ま

ま
ず
は
行
動
。

○
定
数
改
善
に
つ
い
て

○
感
染
症
対
策
等

せ
よ
。
特
に
佐
世
保
以
北

が
生
徒
の
成
長
の
た
め
努
力

ば

バ
ラ
バ
ラ
の
職
場
を
ま

高
教
組

県
全
体
で
の
養
護

高
教
組

感
染
症
対
策
費
は

は
一
校
も
配
置
さ
れ
て
い

し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
教

と
め
て

教
諭
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
つ
か
な
い
の
か
。

な
い
。
現
場
か
ら
は
「
巡

職
員
が
諫
早
支
部
に
結
集
し

ら

ラ
ッ
キ
ー
な
年
に
し
よ

国
の
定
数
基
準
を
１
３
人
超

県
教
委

今
の
と
こ
ろ
、
今

回
方
式
で
も
良
い
か
ら
配

て
教
育
の
効
果
を
一
層
高
め

う
。（
島
原
支
部
支
部
長

え
る
配
置
と
な
っ
て
い
る
こ

置
、
な
お
か
つ
高
校
で
は
８

年
度
特
に
流
行
が
見
ら
れ
な

置
を｣

や｢

活
用
が
な
い
広

た
い
も
の
で
す
。
「
今
日
こ

山
口
真
澄
）

と
は
評
価
す
る
が
、
生
徒
数

０
１
人
以
上
、
特
別
支
援
学

い
。
予
算
措
置
と
し
て
は
去

域
精
神
科
校
医
の
現
制
度

そ

よ
う
こ
そ

高
教
組
」

８
０
１
人
以
上
等
の
複
数
配

校
で
は
６
１
人
以
上
が
複
数

年
も
補
正
予
算
を
組
ん
だ
と

を
廃
止
し
て
巡
回
方
式
で

に
多
く
の
人
に
加
入
し
て
も

置
基
準
を
満
た
し
な
が
ら
未

配
置
と
い
う
基
準
。
そ
れ
以

い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

ら
い
ま
し
ょ
う
。
（
諫
早
支

だ
複
数
配
置
に
な
っ
て
い
な

上
の
加
配
的
な
も
の
は
基
礎

で
、
今
年
も
今
あ
る
予
算
の

の
配
置
を
」
の
声
が
あ
る
。

部
支
部
長

前
原
勝
美
）

い
県
立
学
校
が
５
校
あ
る
。

定
数
上
は
な
い
。
今
、
養
護

中
で
や
り
く
り
し
て
も
ら
い

県
教
委

巡
回
方
式
と
い

◇

を
積
極
に
開
き
、
分
会
員
同

い
ず
れ
の
学
校
も
、
養
護
教

教
諭
は
県
全
体
で
（
基
準
よ

た
い
。

う
の
は
考
え
ら
れ
る
方
法

佐
世
保
支
部
で
は
「
明
る

志
の
結
び
つ
き
を
も
う
一
度

諭
の
複
数
配
置
を
求
め
る
声

り
）
プ
ラ
ス
８
人
、
相
当
な

○
各
種
大
会
の
救
護
業
務

だ
と
思
う
の
で
、
予
算
の

く

元
気
を
」
モ
ッ
ト
ー
に

し
っ
か
り
し
た
も
の
と
し
た

は
強
い
。

充
実
。
養
護
の
先
生
は
比
較

高
教
組

高
体
連
主
催
で
は

調
整
に
な
る
が
、
検
討
し

し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
組

い
。
現
状
の
問
題
点
を
共
有

県
教
委

基
本
的
に
全
校
配

的
多
く
配
置
さ
れ
て
い
る
と

な
い
大
会
に
も
養
護
教
諭
へ

た
い
。

ようこそ 今日こそ 高教組 ようこそ 今日こそ 高教組

養
教
専
委

県
教
委
交
渉

複
数
配
置
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
拡
大
を
要
求

す
ぐ
そ
こ
に
来
た
！
労
働
基
本
権
回
復

分
会
活
動
の
チ
ャ
ン
ス

全
教
九
ブ
ロ
学
習
会
に
長
崎
か
ら
１
９
人
参
加

２０１１年
新春の決意

（Ⅰ）

(昭和38年8月12日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞(２) 第１４８６号 ２０１１年 １月 １日（土）


